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九州大学工学部建築学科 卒業

東京工業大学大学院総合理工科博士課程 修了 工学博士

専攻］環境建築学・都市農村計画・環境デザイン

［社会活動］

ＮＰＯ法人エコロジー・アーキスケープ（環境・建築・芸

術・景色融合）理事長

飯舘村放射能エコロジー研究会 共同世話人

環境デザイン雑誌『BIOCITY』監修人
丹沢大山自然再生委員会調査部長

［学会活動］

農村計画学会顧問

（前副会長、大震災復興特別委員会前委員長）

日本建築学会地球環境委員会前委員長

自然環境復元協会顧問

中国都市計画学会農村計画委員会顧問
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［研究・実践活動］

20年近く原発事故被害地の飯舘村の村づくりを指導し、現在も、避難生活

支援、復興支援活動を実施中。また、津波被地の大船渡市碁石地区での復

興支援研究を継続中、高所移転住宅計画等。

自然と共生した環境創造哲学、脱経済社会の構築デザイン、日本、世界

（中国、西欧）でのエコロジカルな建築・都市・農村・地域計画の研究

中国の都市・農村計画研究と計画設計・助言

都市農村設計助言（上海・磯崎新+胡事務所）

低炭素コミュニティデザイン、エコビレッジの研究

住民参画の地域づくりの実践的研究

（山形県飯豊町、福島県飯舘村、長崎県対馬市等）

住民参画による地域での再生可能エネルギーの普及デザイン

日本と世界でのツーリズム研究（グリーンツーリズム、エコツーリズム、

エコミュージアム）

ストローベイル建築等の自然建築研究



農村整備計画学 第一回WEB講義 ｎｏ１

課題

① 糸長の研究紹介で何に興味を持ったか

ワードで200字程度書き、ワードか、PDFで、５月5日１８時
までに、 classroomでレポート提出

ワードが難しい場合は、手書きでスキャンしPDFでも可

学科、学年、学籍番号、氏名は必ず記入すること。



計画実践研究者・教育者として目指してきたもの

① 建築系農村計画 を超える
建築を超える
建築を成立される諸条件への学びと挑戦
他分野との競合と共働

② 時代、社会ニーズ に対応する
温故創新

③ 計画・デザインの力を磨く

④ 理念・哲学、分析科学、応用科学・計画学の
統合・融合化
創造(科学）の構築に向けて

⑤ 百姓学としての農村計画学？



地球1個分の
暮らし

ピークオイル
巨大化・集中化都市の臨界点

↓
カタストロフィーと

不安定期の到来

地球温暖化
生物多様性の危機

エコロジカル・
フットプリント

1910 201

１.3.11
2110

脱経済成長価値社会の創造
不安定期の定住を超えた多元的居住
定住・移住・還住デザイン
建築・都市・地域空間の創造

不安定、不信性の大地との
共存の時代

エネルギー
経済成長率

以前←→以後



ビルモリソン『パーマカルチャーマニュアル』より

パーマカルチャー

インテグレートデザインへの途



竣工時 2002年

現在 2008年

日大・藤沢キャンパス・エコビレッジのチャレンジ

生物環境科学研究センター



2011年５月

生物環境工学科 ７号館 入口緑化



生物資源科学部 2号館



★ 農村計画研究と実践のルーツ

◆ 江戸時代の新田集落に生まれる。東京都青梅市新町。

江戸初期の新田開発者 吉野織部之助による新田開発。

江戸道両側33屋敷平均2町歩を区画

畑作新田村造成の先駆



山形県飯豊町の水系散居風景
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飯豊町中津川地区住民の出資によるペレット生産会社の工場

再生可能エネルギーとコミュニティビジネス



地区別計画評価発表会

地区別評価のﾜｰｸショップ

住民自身による

住民アンケート結果の発表

福島県飯舘村の

スローライフなむらづくり

までい（真手）ライフ

いいたて



福島県飯舘村

分散型再生可能エネルギーの地産地消

福島県内で最初に導入したデン
マーク製の
木質チップボイラー

・震災の石油不足で活躍！
子ども向け自然エネルギー
教室にも注力！

エコライフ学習センター
役場の太陽光発電

伝統的な自然ｴﾈﾙｷﾞｰ

再生可能エネルギーと
エコビレッジづくり



★野生動物との共生再生地域づくり

兵庫県豊岡市のコウノトリ野生復帰

◼ １９７１年に絶滅したコウノトリ

◼ 豊岡市はその最後の営巣地

• コウノトリを自然との共生の象徴と設定
• コウノトリ野生復帰推進計画策定



統合的な
自然再生事業

植生保護柵

計画的捕獲

土壌保全対策

生息環境整備

 

多様な恵みの
再生

丹沢大山自然再生委員会の活動（神奈川県）



□

現在

今後

農地の荒廃

山林の荒
廃

観光メインの活性
化

景観整備

里 山 ～
農地

の利用

複合的な山
仕事

ものづくり

野生動物

との

緊張的な

すみわけ

・共生

つながりを持たせつつ、ここでの

暮らしを「豊か」にしてゆく

鳥獣被害

地域の自立的再生

多様な生きものが暮らし山の
恵みを受ける里の再生

地域自立再生への支援

野生動物の総合的地域対策支援

都市住民の参加による里山再生

活動への支援

里山エコツーリズムの推進

里山エコビレッジづくり支援

野生動物との共生
鳥獣対策

農山村の再定住デザイン
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野生動物の保護と地域再生
ツシマヤマネコ保護と地域再生

域学連携プロジェクト
長崎県対馬市



開墾後（夏）
→

焼き畑の復活活動
日大 糸長研究室



災害・破局対応 農村計画・実践論

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&docid=6JDlPPmos6VGoM&tbnid=z-mRBkzOZAJ3IM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.imart.co.jp/genpatu-jikogennin-bousisaku-p2.html&ei=K4vkU5WrLMWdygS00YDwBQ&bvm=bv.72676100,d.aWw&psig=AFQjCNE1XKaAKNjdtksuMJ4drWaudsyVqQ&ust=1407573141914052




放射能汚染状況マップの作成

飯舘村周辺放射能汚染調査チーム レポート（4月4日）より

汚染の強弱によって、取るべき対策は異なるはず・・・





「負げねど飯舘」 との打ち合わせ風景
２０１１年６月２３日 飯舘村にて



相馬市内の飯舘村仮設住宅地の近くの共同菜園づくり 支援プロジェクト



飯舘村民と専門家たちの協働によるシンポジウム開催
2011年１０月 福島市内で
→ 飯舘村放射能エコロジー研究会の発足へ
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今中哲二(京大原子炉研)チーム（糸長参加）の
飯舘村民初期被ばく調査結果(２０１３年夏～秋調査)より

提供 糸長浩司緊急自主避難直後の帰村→避難の遅れ



んきゅ
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提供 糸長浩司
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飯舘村前田地区Ｓ邸 住宅内一階床 放射線量図
２０１３年７月 除染前 日大・糸長研究室

０．６μＳｖ/ｈ



飯舘村前田地区
S邸 宅地及び周

囲の山林の空間
線量分布図
地上 約1ｍ
２０１５年７月

日大・糸長研究
室

除染の限界 提供 糸長浩司

除染宅地・農
地は線量低下
するが、
裏山の低減し
ない。自然減
衰を待つのみ



汚染農地における作物の
バイオエネルギー利用に関する実証研究



飯舘村民の二地域居住による村（むら）の復興
現在
→
帰村
宣言
後

避難先での生活継続

二地域居住による長期的避難生活

帰村

仮設住宅

震災直後

村内 復興公営住宅
村営住宅

村外 復興公営住宅

仮設住宅

村内自宅、改築、新築

村外自立再建住宅

借り上げ住宅

村外自立再建住宅

帰村しない 生活再建

村内 グルーブホーム

村外村民コミュニティ

村外 二重コミュニティ

村外避難先既存コミュニティ

村外
支援者・支援グループ

村内コミュニティ再編
事業別コミュニティ構築
次・次々世代への継承

暖水勝規（糸長研究室）の修士論文作成図の修正

提供
糸長浩司

二地域居住への支援策必至





【津波被害地大船渡市碁石協議会での支援、高所移転住宅地建設等】

リアスの風 設計
協力 日本大学糸長・藤沢研究室



大船渡市碁石地区、防集移転住宅地 計画・建設支援、
共同発注建設







スコットランド・フィンダーホーン
エコビレッジ



•100 
homes

• 90% 
Open 
Space

ﾘｻﾞの資料より

米国、ニューヨーク州



写真：リズ



農村とは何か

農村の歴史

糸長浩司



農村整備計画学 第一回 後半講義

課題

② 日本の農村のもつ今日的な意義について自分の考えを述
べよ。

ワードで200字程度書きPDF化して、5月5日１８時までに、
classroomでレポート提出

ワードが難しい場合は、手書きでスキャンしPDFでも可

学科、学年、学籍番号、氏名は必ず記入すること。



農村整備計画学の講義概要
・日本の農村の歴史、計画的に農村を保全、整備するための
理念、手法、制度

・農村空間、集落空間、環境・景観の持つ多面的な意義・機能

・国内外の事例を通して学ぶ

・都市農村交流等、都市住民にとっての農村空間の意義と整備、
活用の方向

・東日本大震災の被災地を事例とし、災害対応、復興、減災等
特に、原発事故による放射能汚染農村地域として福島県飯舘
村の事例等

・SDGｓ（持続可能な開発目標）における農村の意義と可能性、
役割





























日本の農村の歴史

その特異性



日本の人口変化





草
と

食
と

農









『日本の土』より



『日本の土』より



『日本の土』より



吉野ヶ里 遺跡 イメージ図 吉野ヶ里歴史公園資料



福田アジオ（民俗学）の むらの三領域
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